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本年5月28日に、京都大学研究用原子炉KURは利用運転を再開しま

した。平成18年2月末に運転を休止して以来、4年3ヵ月ぶりの利用運

転です。との停止期間中に、燃料濃縮度の低減化を実施しており、現

在KURでは、ウラン235濃縮度約20%、ウラン密度約3.2g/cm3のウラ

ンシリサイド・アルミニウム分散型燃料を使用しています。ちなみに、

この燃料はフランスの燃料会社で製作したものです。燃料低濃縮化

の経緯や、停止期間中の保守・教育については、既に本誌Vol.5

(2008.3.1）に掲載されておりますので、ととでは、その後の経緯と

KURの現状について述べることとします。

燃料の輸送（2009年4月～2010年3月）
上記記事が掲載された2008年3月時点では、2009年前半にKURの

運転が再開できる見込みでありましたが、実際には冒頭に述べまし

たように2010年5月に利用運転が開始されており、1年程度の遅れが

生じました。とれは、燃料製造に要した期聞が当初見込みよりやや長

くかかったとともあるのですが、フランスからの燃料輸送に大きな遅

れが生じたことが主たる原因です。

KUR燃料依ia縮化の経線

炉心ダ咽也九ポノプ、製抽思抽底原子炉建氏検崩風岡醐蹴実醐穂など
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燃料は、2009年4月～5月に輸送を行う予定で全ての準備を整え

ていたのですが、輸送開始予定日の前日に仏政府より輸送を許可し

ない旨の通告があり、全ての計画が変更となってしまいました。とれ

は、当時の国際情勢からみて、海上輸送の安全性が確保できないと

判断されたためです。その後は、核燃料管理室が中心となり、代替案

の検討と関係機関との調整を進め、早急な輸送の実施を目指してき

ましたが、世界的な不況による輸送航路の削減などの影響もあり、

結果的には約1年の遅れを生じる乙ととなりました（2010年3月4日燃

料到着）。

検査及び特性試験（2010年3月～2010年5月）
燃料が到着した後は、運転開始に向けた各種の検査及び特性測

定試験を実施しました。

まずは、到着した燃料体の外観検査等（自主検査、国の燃料使用

前検査）を行い、その後、燃料9体を炉心に装荷した来臨界状態の

「基本炉心」を構成して、制御棒の駆動状況等の各種の施設検査を行

いました。4月7日には、施設検査（施設定期検査。）を受検し、固によ

る施設の健全性確認が行われました。その後、臨界炉心へ向け装荷

する燃料体数を段階的に増加させていき、4月15日午後4時55分に燃

料18体を装荷した「最小炉心」lζより、初臨界を達成しました。

最小炉心での特性を測定した後、定格出力で、の連続運転を行う

ための「初期運転炉心」を構成するために、さらに燃料を追加した炉

心（燃料22体装荷）を構成し、4月21日に臨界としました。乙乙までの

運転は出力約20Wで、行ってきましたが、初期運転炉心について制御

棒反応度価値等の特性測定を行い、原子炉の運転に必要な性能を

有しているととを確認した後に、出力を段階的に上昇させ、5月12日

には定格出力5,000kWに到達しました。出力5,000kWの運転におい

て必要なデー舎を取得した後、固による性能検査（施設定期検査②

及び燃料使用前検査）を5月五、26日に受検、26日付で合格証を受領

．京都大学原子炉実験所臨界実験装置（KUCA）を用いた
学生実験参加者の総数が3000名突破！
核変換システム工学研究分野三津毅教授

京都大学原子炉実験所では1975年より小型の研究用原子

炉である臨界実験装置（KU仁川を用いて学部学生および大学

院生を対象とした原子炉実験を行ってきました。とれまでの実

験参加大学は京都大学を含む圏内の原子力系学科を有する

12大学（北海道大学、東北大学、東京工業大学、東京都市大学、

東海大学、名古屋大学、福井大学、大阪大学、近畿大学、神戸大

学、九州大学、京都大学）、および圏外からは韓国の6大学とス

ウエ デンの1大学で、1週間の実験期間中に臨界近接実験、

反応度測定、中性子束測定という原子炉物理学に関する愚も

基礎的な実験と原子炉の運転実習を行い、各大学で2単位が

与えられるというカリキュラムとなっています。今年度は合計9

週間の実験を実施しましたが、6月の実験週で1975年の実験開始以

来の参加学生数の累計が3000名に達しました。

実験参加者の多くは卒業後原子力関係の企業や研究所等に就職

しており、とのKUCAでの実験プログラムは圏内および圏外の原子

力分野での人材育成に大きく貢献してきました。との実験は徹夜で

レポ 卜を仕上げなくてはいけないような大変厳しい内容であると

いう乙とで学生の聞では有名ですが、実験終了後に多くの学生が

「厳しいとは聞いていたが、実際の原子炉を用いた実験に参加する

乙とができて良かった」との感想を述べています。そのため毎年の参

加者数のグラフをご覧頂くと判りますように、とと10年ほどの聞に参

加希望者数が大幅に増えてきており、学生からの希望に沿えるよう
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し、やっと利用運転を開始できる運びとなり

ました。

KURの現状（2010年5月～）
運転再開後、畳初の利用運転として、5月

28日に医療照射1件を実施しました。4年3

か月ぶりの利用運転というととで、運転員

たちの緊張も高まっておりましたが、（あっ

けないほど）無事に運転を終了することが

でき、その後の利用運転も、これまでのと乙

ろは、大きなトラブルに見舞われる乙ともな

く、計画通りに運転が行われています。な

お、再開後の運転では、燃料節約のため、

通常は出力1,000kW（火曜日～水曜日：約

48時間）とし、医療照射の行われる日のみ

出力5,000kW（木曜日：約4時間）での運転

を行っています。今後、燃料燃焼の状況を

踏まえつつ、医療照射以外での5,000kW運

転の可能性も検討していきます。

運転再開から本年7月末までの運転実績（検査期間を含む）は、延べ

運転時間約417時間、積算出力約23MWD（平均出力約1.3MW）であ

り、医療照射件数は12件に達しました。今後も、適度な緊張感を保ちつ

つ、安定した運転を継続できるように努めて参りますので、皆様方のご

理解ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

特性鼠量産

mm炉周期法及び補償却り制御闘の反応酬果（冊槻
医霊園金箔または金問射惜により中性子束分叩岬酬を測定

D冨ヨ鵬糊慨鱗酬要事ブ淵ブ珊輔棄の臨腿捌E
－ 画界雌や制榔醐間岬性初掘らぎを潤定し動特性パラメ寸融問

l!!i.!la 1次冷却剤温度変化に体する反臨変化老眼
E置困柾暫退管あるL、lま矩軸道鱒等
E盟園出力軍転刷1糊水滋批瓜り吋印附鼎出力棚（糊の佃
匡冨国出力運転時の空聞縄当量事悶射性物質の空気中漉度在測定

※項自1～6：臨界特性試験、項目7,8：出力上昇試験

KUR低濃縮ウラン燃料炉心の初臨界を記念して（2010年4月15日）

低濃縮ウラン燃料炉心のチエレンコフ光
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． ． 今後もとの実験を行っていく予定です。

京都大学原子炉実験所ではとのKUCAでの原子炉実験のみなら

甘えKURや加速器などの他の実験施設を用いた学生実験教育も行っ

ており、これらの内容を充実させっつ圏内外の学生に対する原子力

教育の拠点としての活動を継続していきたいと考えておりますので、

今後とも関係各位の皆様からの温かいご支援を賜りますようお願い

致します。
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放射線安全管理工学研究分野・高橋知之；量教綬

京都大学原子炉実験所には研究用原子炉KUR

がありますが、わが国には乙の他にも、原子力発

電所や核燃料再処理施設、放射性廃棄物の埋設

処分施設など、原子力に関連する様々な施設があ

ります。乙れらの原子力施設から放射性物質が環

境に放出されると、いろいろな経路を通って人間

に被ばくをもたらすことが考えられます。このため、これらの原子力

施設を立地する前や、施設を操業している閏（場合によっては操業が

終わってからも）は、施設から放出される放射性物質によって、施設

周辺の方有の被ばく線量がどの程度になるかを評価して、安全であ

ることを確認します。

このような安全評価を行うためには、原子力施設から放出された

放射性物質が、環境中で、どのように動くかについて知っておく必要

があります。私はとのような放射性物質の環境中の挙動に関する研

究の中で、日本人の主食である米をつくる水固に着目し、大気や濯瀬

水を経由して放射性物質が水固に入ってきた場合、どのような経路

を通ってと、のくらい米に移行するかについて、数学モデルを用いた

シミュレーションによって評価する研究を進めています。

現在は、千葉県にある放射線医学総合研究所の研究グループと共

同で、核燃料再処理施設や放射性廃棄物処分施設の線量評価で重

要となる放射性炭素に着目して、移行モデルの開発と解析を進めて

中性子応用光学研究分野・日野正裕准教授

アトムサイエンスくまとりもめでたく10回目を迎

えました。その中に「中性子」という言葉が思いの外

多いことにお気づきでしょうか。電気的に中性であ

る中性子は、電子ではなく、原子核で散乱され、ま

たスピンという物理量を持ち、非常に小さい磁石の

ような性質も持ちます。物質科学の研究では、原子

や分子の並び方やその動きを見る乙とが大変重要ですが、X線とは異

なる見え方が出来る中性子はますます重要になっています。

中性子は原子炉や加速器による原子核反応で発生します。しかし炉

心なと、中性子が強く発生する場所は、厚い遮蔽体の中であり、測定に

不必要な放射線（エネルギーの高い中性子やy線）もたくさんありま

す。そ乙で、不必要な放射線を排除し必要な中性子を必要な場所に導

くととが必要となります。とれを行う最も有効な機器の一つに中性子導

管があります。中性子導管は内面に中性子を反射する鏡を取り付けた

四角く長い筒のようなもので、世界の主要な中性子科学施設には、必

ず設置されています。実験所は世界で初めて本格的な中性子ス－／＼ー

ミラー導管を設置した所であり、その導管に使われる中性子の鏡は、

面積は小さいながらも、世界最高性能のものが製作できています。ま

た中性子のスピンを選択反射するような中性子鏡も製作しています。

とのような中性子光学の技術を活かして、熊取の実験所のみならず、

います。ご存じのように、大気中の二酸化炭素は光合成によって植物

の体内に取り込まれ、一部は有機物として植物体内に蓄積しまた一

部は呼吸によって再び大気に放出されます。私たちの研究ク、ル プ

は、乙れらの移行メカニズムを考慮して、まずL原子力施設から大気
中に放出されて水田の周りに到達した放射性炭素が、稲に取り込ま

れて米に移行するモデルを開発しました。現在は、乙の大気からのモ

デルを拡張して、放射性炭素が濯減水によって水田にもたらされた

場合の移行モデルの開発を進めています。

図ヲイトル

放射性炭素が濯瀬水によって水田にもたらされた場合の主な移行経

路。大気からのモデルよりも多くの経路を考慮する必要があります。

水田生態系における潜瀧水からの放射性炭素の
主な移行経路モデル。
赤決印が移行の経路と方向を示す。

外気 Fー一一一一

茨城県東海村にある日本最強の研究用原子炉JRR3にも私達が管理

運営する実験装置（MINE）があり、大学関係を中心に共同研究を行って

います。最近はスピンを精密に制御する技術をさらに高めて、物質中

の分子のゆっくりした動きが分かる新しいヲイプの中性子スピンエ

コー装置を開発し、同じく東海村で稼働を開始した世界最強級の／＼ル

ス中性子源があるJ-PAR仁でテスト実験を開始しています。また中性子

は一つのアップクオークと2つのダウンのクオークで構成されており15

分程度の寿命があります。そのため、中性子の崩壊を精密に研究する

ことで、CP非対称性の物理、「我々 の宇宙はなぜ物質だけからできてい

るのかむという聞いに関する素粒子物理学の研究もできます。詳細は

書き切れませんが、私達はとの分野にも貢献をしています。

今後も中性子光学技術に磨きをかけて、様々な分野に展開し、熊取

から新しい研究を拓いていきたいと思っています。

世界量高の臨界角（m:5）をもっ偏極スーパーミラー

一－ m= I 2 3 4 ③ 
圃
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粒子線生物学研究分野・田野恵三准教授

「原子炉実験所で生命科学」と聞くと、怪誘な顔

をされる方もいらっしゃるのではないでしょうか。

私の所属している粒子線生物学分野（渡遺正己教

授）では、中性子等の放射線の生物への影響を研

究しています。研究室の目的は、放射線や酸素等

の物理化学的要因（ストレス）に対するストレス応

答の仕組みについて、細胞と分子のレベルで調べて明らかにする乙

とです。さらに進めて、がんと老化の本体を解き明かすと同時に、が

んや老化を制御する技術の開発研究を行っています。

研究には、種々の培餐細胞やマウスを目的に応じて使用します。元

来生物学では、研究対象の遺伝子がと、ういう機能を担っているかを

解析するために、大腸菌や酵母などで目的遺伝子の破壊株（変異

株）を作製して、破壊株の表現型からE常機能を追跡する方法が用

いられてきました。しかし、それを脊椎動物細胞で行うには、時間と

コストの両面で制限がありました。そ乙で、私は以下の利点、から、ニ

ワトリBリンパ細胞由来の細胞を用いています。ニワトリの細胞は抗

体産生に特異性があり（図参照）、染色体への遺伝子移入（遺伝子変

換）が高頻度に起こります。この性質を利用すれば、簡便に脊椎動物

由来の遺伝子破壊細胞を作製する乙とができます。また、脊椎動物

細胞で、は煩雑だった複数の遺伝子を破壊する乙とも容易で、すから、

原子炉実験所では、平成22年4月3日（土）に毎年恒例の原子炉実

験所一般公開を実施しました。開花が遅れていた桜も満開となり、お

天気にも恵まれて、地元熊取町を中心に、例年を大幅に上回る738

名の方々にお越しいただきました。

本年度の一般公開では、原子炉施設の見学会、科学実験・工作

コナでの科学体験、ビ、デオを使った研究紹介を行いました。

施設見学では、昨年に引き続き、自由に見学場所を選んで頂ける

アラカルト方式とし、所員の案内でKUR（研究用原子炉）、廃棄物処理

棟及びFFAG加速器の見学を行いました。特に本年度より運転再開

を予定しているKURについては例年を大幅に上回る531名の方々に

遺伝子閣の相互作用も細胞レベルでの解析が可能となります。

現在、放射線や生理反応で生じる活性酸素種の除去や調節に主眼

をおいて研究を進めています。ニワトリ細胞で得られた知見が、広く

ヒ卜を含む脊椎動物の生命現象の解析に役立つことを願っています。

tit体遺伝子座におけるVDJ組み自民えと遺伝子直後
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ご見学いただき、中性子をつかったガン治療をはじめとする宣言先端 ’ 
の研究活動を紹介させていただきました。

科学実験・工作コーナーでは、かんさいアトムサイエンス倶楽部

（日本原子力学会関西支部）との共催による霧箱工作実験と自然放射

線測定コーナー、原

子燃料工業のご協

力による電子線照射 射線や日常生活の中での放射線利用について紹介させていただき

利用展示、関西原子 ました。

力情報ネットサー 今後ともとのような機会を通じて、地域住民の方だけでなく、より

フィンのご協力によ 多くの方々に、原子力とそれを支える基礎的な科学への理解の場を

るパネル展示を通じ 提供して、原子炉実験所における研究活動について理解と協力が得

て、放射線を実際に られるように努力いたします。

目で見たり、私たち 最後に、今回の一般公開の開催にあたりご協力し、ただきました皆

の身の回りにある放 様方に感謝の意を申し上げます。
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技術室
井本明花さんに聞く

Ql：原子炉実験所に来られたいきさつは？

きっかけですか？・そうですね、就職活動している中で自分の学

科の先生がとζの公募を見て自分に勧めてきたととがきっかけです。

ちなみにここに決まった時は、あまりにもすごい所に決まったものだ

から内定通知が家に来るまでは「乙れは、夢だ」と半信半疑でした（笑）

Q2：現在の仕事についてわかりやすく教えてください。

KURやホットラボ、トレーサ棟なと放射性物質を扱う実験施設から
出る放射性の廃棄物を収集、処理するのが主な業務です。収集する

放射性廃棄物のうち、固体のものはドラム缶に詰め、倉庫に一時保

管し、液体のものは収集後、廃液処理プラン卜で放射性物質の濃度

を法律で定められたレベル以下に除去します。また、廃液処理プラン

卜を維持・管理するのも大事な業務です。

Q3：ご出身は高知県というζとですが、ご当地自慢をしてください。

高知は食べ物がおいしいです（＊Aマ〈各）高知といえば鰹のたたき

と言う方が多いと思いますが、そのほかにも帽子の形をした帽子パ

ンや、たたきは、たたきでもウツボ（旬は冬）のたたき、日曜市・木曜市

の芋芙などもあるので一度ご賞味あれ（’月、）

後、高知は東西に広いので、西と東では景色が違ったりもします。も

し、高知に行く機会があれば中心部だけではなく他の所も行ってみ

てください。

大学院理学研究科放射線生命化学分科
（藤井研究室｝・山中奈津子さんに聞く

山中奈津子さんは2010年に大学院理学研究科放射線生命化学分

科（藤井研究室）に再入学されました。現在は修士2回生として研究

生活を送っています。

Ql：再入学されたいきさつを教えてください

2006年、修士1回生の時、教員採用試験に合格しました。私はずっ

と教員になりたかった

ので、1回生の3月で退
学し、教職生活を3年

間送りました。でも、

やはり修士課程を最

後まで全うし、修了し

たいという思いから

再入学を決意しまし

た。再入学は非常に

稀なケスで、担当教

員である藤井先生に

は本当にご尽力いた

だき、とても感謝して

おります。

司．。。．。。
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Q4：趣疎は何ですか？

お絵かき（イラス卜）・絵が描く乙とが好きで、紙と鉛筆があったら描

いてしまうぐらいです。最近はパソコンで、描くととが多いで、すWスキ

ルアップも兼ねて気になった画家の展示展を見に美術館に行ったり

もしてます（町八勺ー自分の絵に反映されているのかどうかはわから

ないですが（笑）

音楽鑑賞．鑑賞までとはいかないですけど、家にいるときは愛用

の1Podで音楽を聴いています。

井本明花（いもとはるか）
高知県土佐市出身
2007年高知工量高等専門学校電気工学科事量
2010年高知工轟高等専門字校専攻科機械竃貫工学専攻修了

Q2：教える個uから学ぶ租uへ180度立場がかわりましたが、3年ぶりの研
究生活はいかがですか

大変なことも多々 ありますが、誰も分からないととに挑戦していく

のは楽しいです。研究は未知の乙とを調べるので実験の段階におい

ても、乙うしておけばうまくいくなどの既知の霞善方法はありません。

どうすればいいのだろうと悩むととも多いですが、藤井先生の「あれ

これ考えて何もしないよりも、とりあえずやってみてダメならまたや

ればいい！」というポジティブな後押しと研究室の皆さんの協力のお

かげで突き進んでいます。

Q3：現在の研究テーマを易しく教えてください

蛋白質はアミノ酸がペプチド、結合によってつながってできていま

す。アミノ酸は20種類あり、そのうちの19種類において、左手と右手

のように鏡にうつった関係のようなL型とD型が存在します。生体内

の蛋白質は、L型のアミノ酸だけがつながって構成されていると考え

られていたのですが、近年の研究により、D型のアミノ酸を含んだ蛋

白質が色々な老化組織で見つかってきています。藤井研究室で、は、ア

スパラギン酸というアミノ酸に着眼し、D型アスパラギン酸を含む蛋
白質を探しています。私の研究は、皮膚の蛋白質中でそれを発見し、

どのアスパラギン酸がD型なのかを調べるととです。

Q4：趣味

急に思い立ってドライブするのが好きです。晴れた日などは、ど乙

かに行きたいlという衝動についつい駆られます。車の運転は、とて

も良い気分転換になります。ドライブで、温泉に行くというパターン

が最高で5すね。



ASK WORLDレポート.1

熊取滞在記
粒子線腫痕学研究センター招へい外国人学者・陳一理ざん

我是陳ー建，来自台湾台北市，目前為台北策民線醤院放射腫癌科

主治醤師聾陽明大事醤事系講師。本院自2007年底起輿清華大事原

子科事中心合作，即格執行首次台湾之棚中子捕獲治療（BN仁T）臨床

試験。我何的圃隊在園際曾議場合中輿京大原子燈中心小野公二教

授多有交流，了解京都大事圃隊目前於世界BNCT領域之傑出表現，

因此希望能鈎有機曾ー訪位於大阪熊取的京大原子煙試験中Jふ
感謝小野教授允許我的申請，同意自2010年一月起進行為期一年

BNCT的進修研究。初到熊取，中目封大都市而言較為郊匡，ー些生活所

需亦較為不便。然而，由於所上同事的熱心協助，1N多問題都能復快
獲得解決，並逐漸適廉這裡的生活，享受郷間無染的環境。更重要的

是在小野教授及諸同事的不苔指導下，封於BNCT有更深入的認識輿

了解，封於我伺来来的臨床及基礎研究設展方向有極泊重大之影響。

従小就纏為鰐往日本旅行，在過往十年

透過参輿各式曾議機曾，訪問日本超過十

次以上，参観過復多日本優美的風景，並

認識復多朋友，封於日本社曾重園隊，守

秩序的精神十分伺眠希望将来亦能将這

様的経験槽田台湾，並協助日本興台湾問

的持績研究輿交流合作，希望透過原子力

醤療之貢献造福更多之腫癌患者。

陳－l章（ちんいういー） 1971年7月生まれ
出身台湾台北市所属台北栄民総病院癌センタ

ASK WORLDレポート2

日本での2年間
核変換システム工学研究分野・林栽瑠特定助教

It was a good oppoπunity to look back on my life in Japan after receiving 

the request to write this article. Since the thing which is called by 'Time' 

is really fast, 2 years passed away qui仁川ybefore I was aware of it. 

Firstly, I want to mention about my research field. For around 18 years 

from 1992, I have studied and worked at a university and a research 

institute under the field of nuclear engineering. When I a「「ivedhere at 

October, 2008 and took the自rststep at our institute, it was ve「ysurprise 

that the institute belong to only a university even though it has a name 

as’Kyoto Universitずhada large scale unthinkably. Such as a research 

reactor with 5 MW power level, 3 critical assemblies which can make a 

various core con向gurationsfreely, a 1 OD MeV proton accelerator, and so 

on, many facilities were prepared. For my research purpose, especially 

the analysis of a accelerator-driven system(ADS) which combines a 

subcritical system with a FFAG proton accelerator to supply additional 

neutrons as a external source, all conditions are fully ft」rnished.

Fo「tunately,I could be a witness of the world first ADS experiment using 

these facilities at Kyoto University仁riticalAssembly. It was really 

delighted and ve「yproud to belong to this among my whole research 

experience. 

My Japanese life should be told in order to appreciate many people who 

gave me a lot of help; Prof. Shiroya, Prof. Misawa, Prof. Pyeon, Prof. 

Nakajima, Ms. Mikura, Ms. Taki, Mr. Takahashi, Mr. Yagi and so on. To 

conclude, I hope that everybody who read this article will be as happy as 

you can and be healthy. 
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私は陳ー建と申します。2007年に、私の所属する病院（台北栄民総

病院）が台湾清華大学原子力科学センヲーと共同で、台湾の瑚素中

性子捕捉療法（BNσ：BoronNeutron Capture Therapy）のプロジェ
ク卜を立ち上げました。乙の度、小野公二先生の御蔭で、京大原子炉

実験所のBNσ治療を勉強する為に、1月から京都大学原子炉実験所

に来ています。

棚素中性子捕捉療法は有効な癌治療手段のーっと知られおり、特

に、私が専門としている脳腫蕩の放射線治療の分野では、BNσの素

晴らしい治療成績が注目されます。更に、原子力の医療応用の視点

からも、台湾でBNCTが期待されています。私は自身でも大変興味を

持っています。

熊取に来て、もう半年が経ちました。乙の問、粒子線腫療学及び医

学物理の先生、更に所内の方々の御蔭で、勉強でも、生活でも、順調

に過ご、すことができました。

熊取は小さい町で、少し大都市から離れていますが、大都市の生活

と比べて、私は静な生活環境が好きです。ほとんどの休日は、日本の歴

史的名所の見学をしています。日本の文化が大好きで、今まで、学会参

加、旅行などを含めて、日本に来るのは10回以上になりました。

今回1年問、原子炉実験所に滞在しますが、BN仁Tの勉強の他に、

日本の文化、生活を深く体験したいと思います。

今後、ζの経験を活用して、台湾と京都大学原子炉実験所の

BNCT、また原子力医療の交流に役だちたいと思っています。

IQ，...念、、・，：，
との原稿の依頼を受けた後、日本での生活を振り返る良い機会となりまし

た。というのも、いわゆる「時間」が過ぎるのは早く、気が付けばあっという聞

に2年聞が過ぎてしまいました。

まず初めに、私の研究分野について説明します。1992年から約18年間、私

は原子力工学分野において大学や研究機関で研究や仕事をしてきました。

2008年10月に初めて京都大学原子炉実験所に来たとき、ζの名称にはとて

も大きな規膿である意味する京都大学という名前が含まれているけれども、

乙の研究機関が京都大学だけに属していることにとても驚きました。SMW出

力の研究炉、様々 な炉心体系が可能な臨界集合体実験装置、10DMeV陽子

加速器など、多くの施設がととにはあります。私の研究特に来臨界炉心と外

部中性子源として利用する FFAG加速器を組み合わせた加速器駆動未臨界

炉システム（ADS）の研究に関して、全ての条件がこの研究機関には備わって

います。幸運にも、京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）において世界初の

ADS実験に立ちあうととができました。乙れは私の研究人生において本当に

喜ばしく、とても誇りに思っています。

日本での生活は、多くの助けを与えてくれた人に感謝することなしに語る

ことはできません；代谷教授、三津教授、下助

教、中島教授、三倉吉ん、瀧古ん、高橋古ん、八

木古ん、その他の方。最後に、ζの原稿を読ん

だ全ての人が幸せになるととを願っています。

（翻訳。エネルギー科学研究科・三津研究室・

博土後期課程3回生・八木貴宏）

林栽瑠（りむじえよん） 1973年4月生まれ
出身韓国ソウル市
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平成23年度共同利用研究の公募を行っております。

＊共同利用研究

＊研究会（ワークショップ・専門研究会）
提出締切日．平成22年11月12日（金）必着

刷i:7~i:"·~明則E岡市主連司自mwr.制国－－
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＊臨界集合体実験装置共同利用研究
提出締切日：平成23年1月11日以d予定

公募要項・申請書は下記URLからダウンロードしてご利用ください。
(http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/ JRS kobo/kobo/htm) 
・公募に関する照会先
京都大学原子炉実験所総務課共同利用掛
TEL:072 4:5,1 2312 FAX:072 451 2600 
Eメールアドレスkyodo2312@rri.kyoto-u.ac.jp
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京都大学にはたくさんの研究所・セン告 があります瓜この研究 同
所群の活動として、毎月1目、第1金曜日の夕方に、東京・品川の京都 Ir.,
大学東京オフィス（JR品川駅前の品川イン亨 シティA棟27階）で、連 rt
続セミナーを開催しています。原子炉実験所の担当は平成22年12月 ・・
3日で、「研究用原子炉（KUR）の運転再開とその意義」と題して、KUR
の運転再開とホウ素中性子捕捉療法等について講演します。 ・-
事前lこメ ルでの参加申込みが必要です。 1, 
詳細は京都大学附置研究所・セン亨ーのホームページをご覧ください。
(http://kuic.jp/top_sinagawa.html) 

、E • ァ ・・町 、，，. ・・・．「‘ ’

匝面画面軍E
2006年に創刊された「アトムサイエンスくまとり」も今回で
第10号の節目を迎えました。この記念すべき紙上でKURの運
転再開をお知らせすることができ、今回の低濃縮プロジェク卜
を担当してきた者としてホッとしております。KURの運転再開
までには、いくつか予想していなかった出来事がありました
力1¥3月に待望の新燃料が到着した後は、4月の初臨界達成、5
月の使用前検査・定期検査合格、6月からの本格的な共同利
用再開までのスケジュールをすべて予定通り進めるととがで
ーきました。KURの運転休止中に着任した若手所員、特に技術
1職員にとっては、初めて自にする燃料を取り扱って、「更地」の
叶 原子炉をーから稼働させるという、数十年に一度あるかない
唱 かの貴重な経験であったかと思います。とのたびのKURの運
’t転再開をうけて、原子炉実験所は大型実験施設がフル稼働す
．．る夏を迎えるととができました。との小冊子が皆様のお手元
に届く頃には、日差しは徐々に和らいではいるものの、学術の
秋を迎えて、研究活動面ではますます熱さが増してきでいる

4 のではないかと思います。との小冊子を通じて、再ス安一卜を
切った原子炉実験所のさまざまな活動の様子ふ科学の面白
古がお届けできるととを編集委員一同願っています。

宇根崎博信

「関西を襲う巨・大地震の正体と被害軽減化対露むと題して、
との分野の第一人者の先生が分かりゃすくお話しいたします。

開催日平成22年10月2日（土）14:00～16:30
場所熊取交流セン安一（煉瓦館）「コットンホール」
講演1巨・大地震のE体と揺れ（地震動）の予測
講師釜江克宏（京都大学原子炉実験所教授）

講演2巨・大地震に向けて何ができるか7一社会科学の立場から
講師矢守克也（京都大学防災研究所教授）

定員：18日名（先着順）
対象：中学生～般
参加費：無料
申込方法：当日会場にお越しください。
・,I：詳細については、実験所ホムペジをご覧ください。
q (http：／／州w.rri.kyotou.ac.jp/index/gyoji.html) 

~l.-
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広く科学に興味をもってもらうため、気軽に科学とふれあえ
る場として、種々 の実験・体験コーナーを企画しています。 .. 

開催日平成22年10月24日（日）13:00～16:00 ls 
場所．京都大学原子炉実験所
申込方法等、詳細については、実験所ホームページをご覧くだ古い。
(http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/index/gyoji.htm I) 
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第45田学術講演会を下記の要領で開催いたします。今回も E
各研究本部で行われた研究のトピックス講演、プロジェク卜研r

d 究と共同利用研究の成果発表を行います。 － 

·~ c開催日時：平成23年1月27日（木）9:00～19:CO
・』 1月28日（金）9・：00～13:00
（プログラム編成の都合で開催時聞に若干の変更があるかも知れません）

． 。開催場所：京都大学原子炉実験所事務棟会議室（口頭発表）
.,.-1 同 図書練会議室（ポスヲ一発表）
4 講演申し込み等、詳細については、実験所ホムペジをご覧ください。
(http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/index/gyoji.htm I) 
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原子炉実験所では、日本学術会議との共催で、「原子力・放射線の有効

利用に向けた先導的研究の推進七と題してシンポジウムを開催します。

日時：平成22年11月19日（金）10:00～17：・30

場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7-22-34)

講演内容申込方法等の詳細については、実験所ホームページをと覧ください。

(http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/index/gyoji.htm I) 

と意見、ご感想をお待ちしていまPo

広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメールでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務課総務掛
〒590-0494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
花L.072-451-2310
FAX.072 451 26CO 
Eメールアドレスsoumu2@rri.ky0回ーu.ac.jp 
ホームページhttp://wwwrri kyoto u ac.jp/ 

．本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載するととは
法律で定められた場合を除雪、著作権の侵害となります。




